
　
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、
通
直
に
育

ち
、
加
工
等
が
し
や
す
い
た
め
、

建
築
材
や
家
具
材
な
ど
と
し
て
私

た
ち
の
生
活
に
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
き
た
樹
種
で
す
。
こ
の
た
め
、

古
く
か
ら
各
地
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
植
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
戦
後

の
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧
や
、
高

度
経
済
成
長
期
の
旺
盛
な
木
材
需

要
に
応
え
る
た
め
に
植
林
が
進
め

ら
れ
、
我
が
国
の
人
工
林
は
約
１

千
万
ha
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
人
工
林
の
お
よ
そ
７
割
を
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
林
が
占
め
て
お
り
、
現
在

で
は
そ
の
半
数
以
上
が
利
用
可
能

な
時
期
を
迎
え
、
持
続
可
能
な
資

源
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
春
を
迎
え
る
こ

の
時
期
か
ら
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
か

ら
飛
散
す
る
花
粉
が
、
国
民
の
約

４
割
が
罹
患
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
る
花
粉
症
の
原
因
の
一
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
花
粉
症
対
策
に
つ

い
て
は
、
国
の
関
係
省
庁
が
連
携

し
て
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
花
粉

発
生
源
対
策
、
花
粉
症
の
原
因
の

解
明
や
治
療
法
等
の
研
究
の
推
進
、

花
粉
量
の
予
測
・
観
測
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
花
粉
発
生
源
対
策

を
推
進
し
て
お
り
、
花
粉
発
生
源

を
断
ち
切
る「
３
本
の
斧
」と
し
て
、

①
花
粉
を
大
量
に
飛
散
さ
せ
る
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
伐
採
・
利
用
、

②
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
苗
木
に
よ
る
植
替
え
や
広
葉
樹

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
花
粉
の
少

な
い
森
林
へ
の
転
換
を
進
め
る
と

と
も
に
、③
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
を
防

止
す
る
技
術
の
実
用
化
に
向
け
た

取
組
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ

に
つ
い
て
は
、
花
粉
を
全
く
発
生

さ
せ
な
い
品
種
の
開
発
や
、
花
粉

量
が
通
常
の
半
分
程
度
で
成
長
が

良
い
苗
木
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
近
年
で
は
こ
れ
ら
の

品
種
の
生
産
が
大
幅
に
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
粉
の
少

な
い
苗
木
の
生
産
量
は
、
２
０
１

８
年
度
に
は
１
千
万
本
を
越
え
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
５
割
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
に
は
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
７
割
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
利
用
期
を
迎
え

た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
循
環
利
用

を
確
立
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
と
森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
実
現
を

通
じ
て
、
引
き
続
き
花
粉
発
生
源

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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花粉発生源対策の推進に関する林野庁の取組花粉発生源対策の推進に関する林野庁の取組

～花粉の少ない森林づくりに向けて～～花粉の少ない森林づくりに向けて～

林野庁の花粉発生源対策『３本の斧』林野庁の花粉発生源対策『３本の斧』

第一の“斧”
伐って利用します

第一の“斧”
伐って利用します

第二の“斧”
植え替えます
第二の“斧”
植え替えます

花粉を大量に飛散させる
スギ人工林等を伐採・利用します。
花粉を大量に飛散させる
スギ人工林等を伐採・利用します。

花粉の少ない苗木等による植替
や広葉樹の導入を進めます。
花粉の少ない苗木等による植替
や広葉樹の導入を進めます。

花粉を大量に飛散させるスギ・ヒノキ人工林の伐採を進め
ます。また、伐採された木材については、住宅に加えて、
公共施設や商業施設の木造化等に利用し、資源として活か
していきます。

第三の“斧”
出させません
第三の“斧”
出させません

スギ花粉の発生を抑える技術の
実用化を図ります。
スギ花粉の発生を抑える技術の
実用化を図ります。

スギ花粉の飛散防止剤の開発・普及等、スギ花粉の発生を
抑え飛散させない技術の実用化を図ります。

花粉症対策に資する苗木の生産増大に最優先で取り組み、
スギ・ヒノキの伐採跡地への植栽を促進
します。また、条件不利地においては、
伐採後の広葉樹の導入等を進めます。

花粉発生源で
ある立木の伐
倒・搬出

伐採された木
材の利用拡大

少花粉スギ苗木等の生産体制を増強

花粉飛散防止剤により枯死した雄花

森林の循環利用
サイクル

森林の循環利用
サイクル

適材適所で使う
適材適所で使う

収穫する収穫する

植え
る

植え
る

育てる
育てる

上手に使う
上手に使う

植林植林

下草刈り下草刈り

花粉の少ない
苗木への植替え
花粉の少ない
苗木への植替え

枝打ち枝打ち間伐間伐

二度目の
間伐
二度目の
間伐

主伐主伐
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は
、
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せ
な
い
品
種
の
開
発
や
、
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で
成
長
が

良
い
苗
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開
発
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進
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、
近
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で
は
こ
れ
ら
の

品
種
の
生
産
が
大
幅
に
伸
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き

て
い
ま
す
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こ
れ
ら
の
花
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の
少

な
い
苗
木
の
生
産
量
は
、
２
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１

８
年
度
に
は
１
千
万
本
を
越
え
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
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割
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
度
に
は
、

ス
ギ
苗
木
全
体
の
約
７
割
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
利
用
期
を
迎
え

た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
循
環
利
用

を
確
立
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
と
森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
実
現
を

通
じ
て
、
引
き
続
き
花
粉
発
生
源

対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
毎
年
、
最
新
の
花
粉
発

生
源
対
策
の
取
組
や
花
粉
予
測
な
ど
を

紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
12
月
17
日
に
千
葉

県
に
お
い
て
開
催
し
、
約
１
０
０
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
林
野
庁
の
花

粉
発
生
源
対
策
や
千
葉
県
の
花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
苗
木
の
開
発
等

の
取
組
、
花
粉
症
対
策
品
種
の
紹
介
、

花
粉
と
気
候
の
関
係
、
花
粉
症
の
治
療

法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
近
隣
の
ス
ギ
林
へ
の
対
応

や
、
花
粉
症
治
療
に
か
か
る
具
体
的
な

質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、会
場

で
は
空
気
清
浄
機
や
マ
ス
ク
な
ど
の
花

粉
対
策
製
品
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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【スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム2022】【スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム2022】

注：2017年度までは花粉症対策苗木、2018年度からは花粉症対策に資する苗木を集計注：2017年度までは花粉症対策苗木、2018年度からは花粉症対策に資する苗木を集計

花粉の少ないスギ苗木の生産量等の推移花粉の少ないスギ苗木の生産量等の推移

出典：林野庁業務資料出典：林野庁業務資料
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